
一般化じゃんけん

無駄手、面白さ、異手間引分など
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ジャンケンはグー（石）、チョキ（鋏）、パー（紙）の各手を頂点に、手xが手yに勝
つ場合に辺 (x, y)を与えることで有向グラフで表現することができる（図 1参照）。フ
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図 1: ジャンケンの有向グラフ表現

ランス等にこの通常のジャンケンに加えて壺という手を加えたジャンケンが存在する。
壺は石と鋏に勝ち、紙に負ける（図 2参照）。このジャンケンを壺ジャンケンと呼ぶこ
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図 2: 壺ジャンケン

とにする。壺ジャンケンは現実に使用されているジャンケンのようだが、次に示す様
な明らかな不備がある。壺と石を比べると、どちらも鋏に勝ち紙に負けるが、壺は石
に勝つ。従って（勝つことが目的であるならば）石を出すより壺を出す方が、どのよ
うな状況でも、有利になることはあっても不利になることは無い。従って石は誰も使
用しなくなり、その結果、「壺・鋏・紙」の３手となって、通常のジャンケンの石を壺
と言い換えたものになってしまう。
この壺ジャンケンの石の立場のような手のことを無駄手と呼び、無駄手を含まない
ジャンケンを効率的と呼ぶ。本講演では、n手に一般化したジャンケンに関する研究
[1, 2, 3]を紹介する。n手のジャンケンはn頂点のトーナメント（非巡回完全有向グラ
フ）で表すことができる。4手では効率的なジャンケンは存在しないことが、簡単な考
察によって示される。また、2手のジャンケンは明らかに負ける手の方が無駄手となる
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ので、やはり効率的でない。実はn = 2, 4以外の任意の正整数nに対し、n手の効率的
なジャンケンが存在する 1。そして、手の数が等しい共に効率的な異なるジャンケンの
面白さを比較するための指標を導入し、n手の効率的なジャンケンの中で、その定義の
下で最も面白いジャンケンを与えた [1, 2]。図 3 はその指標に従えば、手数５の、面白
さ最大の（唯一の）ジャンケンである。
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図 3: 蚤殿（ノミトノ）ジャンケン：手数５で「面白さ」最大の（唯一の）ジャンケン

ここまでの結果は「異なる手の間には引分けは無い」という前提で行われたが、世
界にはそうでは無いようなジャンケンが存在する [4, pp. 81–84]。そこで上記の結果を
「異なる手の間に引分けが有っても良い」ような物に拡張する研究も行われており [3]、
それらを最近の進展状況と合わせて紹介する。
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1n = 1の場合、毎回「あいこ」になるため、ジャンケンとして使い物にはならないが、前述の様な意
味での無駄な手は無い。詳細は [1, 2]などを参照。


